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江

戸
開

府

4
0
0
年
記
念郷
土
博
物
館
特
別
展

「
平
安
か
ら
戦
国
の
足
立
郡
」

1
0
月
2
6
日
～
1
2
月
7
日

今
回
の
特
別
展
の
テ
ー
マ
は
、
古
代
末
期
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
の
足

立
郡
の
歴
史
で
す
。

足
立
郡
は
、
現
在
の
足
立
区
域
を
南
端
、
埼
玉
県
鴻
巣
市
付
近
を
北
端
と

し
、
荒
川
と
元
荒
川
・
綾
瀬
川
に
よ
っ
て
郡
域
を
形
づ
く
っ
て
い
ま
し
た
。

当
時
の
争
乱
、
政
治
支
配
、
信
仰
、
開
発
な
ど
が
う
か
が
え
る
、
埼
玉
県
指

定
文
化
財
を
は
じ
め
多
く
の
貴
重
な
関
係
資
料
を
展
示
公
開
し
ま
す
。

江
戸
時
代
を
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
り
、
は
る
か
な
「
足
立
」
の
歴
史
に
触
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。

▲ 足立郡南端の地域が現在
の足立区にあたります

展
示
構
成
と
内
容

第
一
章
　
古
代
か
ら
中
世
へ

-
平
将
門
の
乱
と
足
立
郡
-

古
代
の
関
東
地
方
で
起
き
た
平
将

門
の
乱
は
、
当
時
の
社
会
を
揺
る
が

す
大
事
件
で
し
た
。古
代
か
ら
足
立

郡
一
帯
に
勢
力
を
持
ち
、
郡
司
(
長

官
)
で
あ
っ
た
武
蔵
武
芝
も
、
乱
の

動
き
に
大
き
く
関
わ
り
ま
し
た
。

第
二
章
　
動
乱
の
諸
世
紀

-
平
安
か
ら
戦
国
の
地
域
像
-

区
内
に
今
も
残
る
源
義
家
伝
説
に

ち
な
み
、
前
九
年
の
役
・
後
三
年
の

役
と
足
立
郡
の
関
わ
り
を
は
じ
め
、

源
平
合
戦
と
足
立
氏
一
族
、
関
東
の

戦
国
時
代
の
幕
開
け
を
告
げ
る
享
徳

の
乱
な
ど
を
振
り
か
え
り
ま
す
。

第
三
章
　
在
地
社
会
の
信
仰

-
氷
川
信
仰
の
展
開
-

区
内
に
は
な
ぜ
氷
川
神
社
が
た
く

さ
ん
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

古
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
足
立
郡

在
来
の
氷
川
信
仰
の
背
景
を
た
ど
り

ま
す
。

第
四
章
　地
域
社
会
に
刻
ま
れた
時

-私
年
号
の
世
界
-

中
世
の
石
造
物
な
ど
の
信
仰
関
係

資
料
に
記
さ
れ
た
私
年
号
を
通
じ
て

当
時
の
人
々
の
時
間
や
平
和
に
関
す

る
意
識
を
探
り
ま
す
。

第
五
章

戦
乱
と
祈
り

-
大
般
若
経
の
時
空
-

中
世
は
、
打
ち
続
く
戦
乱
の
時
代

で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
足
立
郡
周
辺

で
も
地
域
の
平
和
を
守
護
す
る
た
め

の
大
般
若
経
が
書
き
写
さ
れ
ま
し

た
。第

六
章
　
中
世
か
ら
近
世
へ

-
領
主
と
開
発
か
ら
-

戦
国
時
代
も
終
わ
り
を
告
げ
、
か

つ
て
の
土
豪
た
ち
は
足
立
郡
各
地
に

根
付
い
て
新
た
な
開
発
に
取
り
組
み

始
め
ま
す
。

郡
内
で
も
、
大
宮
台
地
か
ら
始
ま

っ
た
開
発
は
、
や
が
て
足
立
区
な
ど

低
地
に
も
お
よ
び
、
現
在
の
地
域
の

成
り
立
ち
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

主
な
展
示
資
料

将

門

記

・

奥

州

合

戦

古

画

写

・
大

鎧

・
足

利

成

氏

願

文

・
豊

臣

秀

吉

禁

制

・

三

鱗

文

兵

庫

鎖

太

刀

・

胎

蔵

界

大

日

如

来

三

尊

板

碑

・

題

目

曼

荼

羅

・

氷

川

女

体

神

社

大

般

若

経

・
延

徳

地

理

全

図

な

ど

□

特

別

展

図

録

を

販

売

場

所
=

郷

土

博

物

館

、

区

政

情

報

室
(

区

役

所
2

階
)

内

容
=
7
2

頁

・

カ

ラ

ー

図

版

・

千
4
0
0

円
(

予

定

価

格
)

▲ 三鱗文兵庫鎖太刀( 氷川女体神社所蔵) … 鎌倉時代末期、

見沼の女神をまつる女体社に北条氏一族が奉納した太刀

大鎧( いわき市勿来関文学歴史館所蔵) … 平安時代中期

に出来た新式の鎧の複製。鹿皮を漆で固めて糸でつづっ
ており、簡単には矢も通さない

豊
臣
秀
吉
禁
制
(
埼
玉
県
立
文
書

館
所
蔵
)
…
天
正
1
8年
(
1
5
9
0

年
)
、関
東
に
進
軍
し
た
豊
臣
軍

が
各
地
の
治
安
を
守
る
た
め
に
出

し
た
文
書

特 別 展 ギ ャ ラ リ ー ト ー ク

郷土博物館学芸員が、展示室で特別展の展示資料につ
いてくわしく解説します。日時・費用=▽ 11月8日出…
無料、▽ 22日出…入館料のみ有料、いずれも午後2時～
3時 申込= 当日直接会場へ

特 別 展 連 続 講 座

「中世足立郡の地域像をもとめて」
特別展の内容をさらに深く、分かりやすく理解してい
ただくための講座を開きます。 日程等= 表1 費用=
無料 申込= 電話( 先着順) ※ テーマごとの申し込み。
希望日を連絡してください

表1　 特別展連続講座日程等

※ いずれも日曜日。時間は、午後2時～4時

郷土博物館のご案内
開館時間=午前9時～午後5時休館日
= 毎週月曜日( 11 月3 日・24日は開館し、
翌日が休館) 入館料= ▽ 大人… 200円

▽ 小・中学生… 100円 入館料減免= ▽ 団
体( 20 人以上) … 半額 ▽ 障害者手帳を
お持ちの方と介護者1 人まで/ 区内在
住・在勤・在学で70歳以上の方/ 区内小・
中学生の調べ学習… 無料 ※ 毎月第2 ・
第3土曜日・11月
3日は無料公開日
場所=大谷田5-
20- 1交通=J
R亀有駅東武バ
ス亀有駅北口～八
潮車庫、足立郷土
博物館前下車

3620- 9393

第
2
9回
　足
立
区

郷
土
芸
能
大
会

区
郷
土
芸
能
保
存
会
が
江
戸
開
府
4
0
0

年
を
記
念
し
て
、
無
形
民
俗
文
化

財
の
お
囃
子
や
神
楽
、
獅
子
舞
な
ど

区
内
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
郷
土
芸
能

を
一
堂
に
会
し
て
上
演
し
ま
す
。

日
時
=
1
0
月
2
6
日
黼
、
午
前
1
0
時
～

午
後
4
時
3
0分

場
所
=
区
役
所
庁

舎
ホ
ー
ル

演
目
=
お
囃
子
の
演

奏
・
神
楽
・
獅
子
舞

費
用
=
無
料

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=

郷
土
博
物
館(

3
6
2
0
)
9
3
9
3

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
健
康
あ
だ
ち
2
1
/
人
権

・
同
和
問
題
の
理
解
の
た
め
に
/
選
挙
豆
知

識
/
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

4
・
5
面
▽
1
4年
度
決
算
/
公
有
財
産
の
活
用
構
想
/
足

立
区
功
労
者
表
彰
/
日
暮
里
・
舎
人
線

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
掲
示
板
/

て
る
丸
く
ん
通
信

8
面
▽
▽
▽
税
金
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

区長へのファクス
FAX3880- 5678

回答を希望する方は住所・
氏名・電話番号など
を記入してください

◎ 区の木…さくら　/ 区の花…チューリップ
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは
10月15 日
から受け付け

2・3面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880 ―5111( 代)

凡

例

◆ 申 込 … 申 し 込 み方 法

◆ 期 限 … 申し 込 み 期 限

◆ 場 ・ 申 ・ 問 先 … 場 所 ・

申 し込 み先 ・ 問 い 合 わ せ先

◆ 費 用の 記 載の ない も の は無 料

◆ ( HP)… ホ ー ムペ ージ ア ドレ ス

◆ □ … E メ ール アド レ ス

( 乳)

医
療
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

1
5年
度
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制

度
の
対
象
と
な
っ
た
方
へ
、
新
し
い

医
療
証
(
淡
い
オ
レ
ン
ジ
色
)
を
9

月
2
6日
に
発
送
し
ま
し
た
。

1
0月
1
日
以
降
に
医
療
機
関
で
受

診
す
る
と
き
は
、
必
ず
新
し
い
医
療

証
を
窓
口
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
保
険
証
や
家
族
の
状
況
に

変
更
が
あ
っ
た
方
は
、
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

□
(
乳
)
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

就
学
前
(
6
歳
に
達
し
た
日
以
降

最
初
の
3
月
3
1日
ま
で
)
の
乳
幼
児

を
養
育
し
て
い
る
家
庭
へ
、
保
険
診

療
に
よ
る
医
療
費
の
自
己
負
担
分

(入
院
時
の
食
事
療
養
費
は
除
く
)

を
助
成
し
ま
す
。
対
象
=
区
内
に

住
所
が
あ
り
、
国
民
健
康
保
険
や
社

会
保
険
な
ど
の
医
療
保
険
に
加
入
し

て
い
る
乳
幼
児
(
生
活
保
護
受
給
者
・

里
子
・
施
設
入
所
の
乳
幼
児
は
除
く
)

所
得
制
限
=
5
歳
に
な
っ
た
翌
月
か

ら
就
学
前
の
幼
児
を
養
育
し
て
い
る

保
護
者
に
は
、
次
の
と
お
り
所
得
制

限
(
表
1
・
2
)
が
あ
り
ま
す
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
児
童
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
4

表1　(乳)医療所得限度額等

※ 源泉徴収票が発行されている方は、源泉徴収票
の給与所得控除後の欄に記載されている金額
を、自営業者の方で確定申告された方は総所得
金額を参照してください
※ 扶養親族の3 人目以降は、1 人増えるごとに38
万円が所得限度額に加算されます
※ 扶養親族が老人扶養親族であるときは44万円が
加算されます

表2　(乳)医療控除額一覧 (親)
医
療
証
の
を
お
持
ち
の
方
へ

1
0
月
7
日
に
現
況
届
を
発
送
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
(
親
)
医
療
証
を
使
っ
て

い
る
方
の
資
格
の
確
認
と
、
加
入
し

て
い
る
健
康
保
険
証
の
確
認
の
た
め

に
必
要
で
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、

保
険
証
の
コ
ピ
ー
(
現
況
届
に
名
前

の
載
っ
て
い
る
方
全
員
分
)
を
添
付

し
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限

=
1
0
月
3
1
日
※
現
況
届
が
提
出
さ

れ
な
い
と
1
6
年
分
の
(
親
)
医
療
証
を
送

付
で
き
ま
せ
ん

問
先
=
家
庭
支
援

係
　
　
(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

妊
婦
・
乳
幼
児
健
康
診
査

□
妊
婦
健
康
診
査

妊
娠
届
出
書
を
出
し
た
区
民
の
方

に
、
妊
婦
健
康
診
査
受
診
票
(
1

回

目
・
2
回
目
)
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

こ
の
受
診
票
は
都
内
の
契
約
医
療

機
関
で
使
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
3
5

歳
以
上
(
出
産
日
現
在
)
の
方
は
超

音
波
健
診
も
受
診
で
き
ま
す
。
申
・

問
先
=
母
子
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

□
里
帰
り
出
産
制
度

里
帰
り
出
産
の
た
め
、
妊
婦
健
康

診
査
受
診
票
が
使
用
で
き
な
か
っ
た

区
民
の
方
に
、
健
診
費
用
の
一
部
を

区
内
共
通
商
品
券
で
助
成
し
ま
す
。

対
象
=
出
産
の
た
め
、
都
外
に
あ
る

実
家
に
里
帰
り
(
滞
在
)
し
、
都
内

の
契
約
医
療
機
関
で
妊
婦
健
診
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
方

※

区
内
で
生
活
し
な
が
ら
実
家
近
く
の

病
院
に
通
う
場
合
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
母
子
保
健

係
　
　
(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

□
乳
幼
児
健
康
診
査

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め

に
乳
幼
児
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。
対
象
者
に
は
管
轄
の
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
か
ら
通
知
が
送
付
さ
れ

ま
す
。
健
診
の
種
類
=
3
～
4
カ

月
児
健
診
/
6
～
7
カ
月
児
健
診
/

9
～
1
0
カ
月
児
健
診
/
1
歳
6
カ
月

児
健
診
(
内
科
・
歯
科
)
/
3

歳
児

健
診
(
内
科
・
歯
科
)

問
先
=
各
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
3
)
ま
た
は

母
子
保
健
係(

3
8
8
0
)
5
8
9
2

表3　 保健総合センター一覧 予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

感
染
症
は
以
前
よ
り
も
少
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
を
病
気
か
ら

守
る
た
め
予
防
接
種
は
大
切
で
す
。

効
果
的
な
時
期
に
予
防
接
種
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
予
防
接
種
法
に
基

づ
い
て
標
準
的
な
接
種
年
齢
を
決
め

て
い
ま
す
(
表
4
)
。
区
で
は
、こ
の

年
齢
に
達
し
た
住
民
登
録
の
あ
る
方

に
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。な
お
、

法
律
に
よ
る
対
象
年
齢
の
範
囲
内
で

あ
れ
ば
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。
海

外
転
勤
な
ど
で
早
く
接
種
し
た
い

方
、
通
知
の
な
い
方
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
※
法
律
に
よ
る
対
象

年
齢
を
過
ぎ
る
と
、
無
料
で
は
接
種

で
き
ま
せ
ん

問
先
=
母
子
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

各
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
3
)

表4　 区から通知する年齢および法律による対象年齢

乳
が
ん
手
術
後
間
も

な
い
方
の
交
流
会

同
じ
体
験
者
と
と
も
に
情
報
交
換

を
し
、語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。
日
時
=
1
0

月
2
8日
閃
、
午
後
1
時
3
0分
～
3

時
3
0分

対
象
=
区
内
在
住
の
乳

が
ん
手
術
体
験
者

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
千
住
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

江
北
幼
児
教
室

親
子
遊
び
や
子
育
て
に
関
す
る
学

習
を
通
し
て
、
友
だ
ち
の
輪
を
広
げ

ま
し
ょ
う
。
保
護
者
が
中
心
と
な
り

企
画
・
運
営
を
行
い
ま
す
。
日
時
=

1
0
月
2
4
日
腹
か
ら
月
1
回
(
6
カ
月

間
)
、
午
前
1
0
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

対
象
=
1
4年
5
月
～
1
4年
1
0月
生
ま

れ
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

定
員
=
3
0

組
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
江
北
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

女
性
の
こ
こ
ろ
・
か
ら
だ

リ
ラ
ッ
ク
ス

日
時
等
=
表
5
対
象
=
区
内
在
住

の
1
8
～
5
0
歳
の
女
性
定
員
=
5
0
人

※
保
育
あ
り
2
0人
(
先
着
順
)

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
中
央
本

町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

表5　 女性のこころ・からだリラックス日程等

※ いずれも時間は、午前10時～正午

尿
失
禁
講
座

日
時
=
1
0月
3
1日
窗
、
午
後
2
時
～
4

時

対
象
=
区
内
在
住
の
女
性

内
容
=
尿
失
禁
予
防
の
体
操
(
区
公

認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
)
/
懇
談
会
「
冬

に
向
か
っ
て
尿
失
禁
を
予
防
し
よ

う
」
定
員
=
2
0
人
(
先
着
順
)

申

込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
千
住
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

ぜ
ん
息
講
演
会

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
ぜ
ん
息
の

方
に
は
大
敵
で
す
。
そ
の
予
防
と
対

処
方
法
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

日
時
=
1
0
月
2
7
日
㈲
、
午
後
2
時
～

3
時
3
0分

場
所
=
区
役
所

対
象
=

ぜ
ん
息
患
者
と
そ
の
家
族

定
員
=
5
0

人
(
先
着
順
)

内
容
=
講
演
会

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
ぜ
ん
息
」

講
師
=
糸
氏
亨
氏
(
セ
ツ
ル
メ
ン
ト

診
療
所
長
)

申
込
=
電
話

申
・
問

先
=
公
害
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
3

中
途
視
覚
障
害
者
セ
ミ
ナ
ー

日
時
=
1
1
月
2
5
日
脚
・
2
7
日
困
・
2
8

日
廁
、
午
後
1
時
～
4
時
対
象
=

区
内
在
住
で
、
疾
病
や
事
故
に
よ
り

目
に
障
害
が
あ
り
、
セ
ミ
ナ
ー
に
初

め
て
参
加
す
る
方
(
付
き
添
い
の
方
・

家
族
・
関
係
者
の
参
加
可
)

内
容
=

誘
導
・
歩
行
・
白
杖
に
つ
い
て
/
福
祉

用
具
/
情
報
交
換
会

定
員
=
1
0人

程
度
(
抽
選
)

申
込
=
電
話

期
限
=
1
0

月
3
1日

場
・
申
・
問
先
=
障

害
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
あ
し
す
と
」
自

立
生
活
支
援
室(

5
6
8
1
)
0
1
3
2

第
2
3回
足
立
区
障
害
者
の
日
記
念
事
業

障
害
者
(
児
)
文
化
祭
参
加
者
募
集

□
舞
台
発
表
会

日
時
=
1
2
月
4
日
困
、
午
前
9
時
3
0

分
～
午
後
1
時
3
0
分
場
所
=
区
役

所
庁
舎
ホ
ー
ル

内
容
=
劇
/
合
唱
/

合
奏
/
舞
踏
ほ
か
(
1
団
体
1
5分

程
度
)
期
限
=
1
0月
2
4日

□
作
品
展

日
時
=
1
2
月
4
日
～
9
日
、
午
前
9

時
～
午
後
7
時
場
所
=
区
役
所
1

階
区
民
ロ
ビ
ー

内
容
=
絵
画
/
書

道
/
工
芸
/
手
芸
ほ
か

期
限
=
1
0

月
3
1日

―
―
い
ず
れ
も
―
―

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

障
害
者
(
児
)
の
方

申
込
=
所
定

の
応
募
用
紙
に
よ
る

※
ま
ず
は
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
・
郵
送
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
障
害
福
祉

セ
ン
タ
ー
「
あ
し
す
と
」
自
立
生
活

支
援
室

〒
1
2
1・0
8
1
6

梅
島
3

―
3
1―
1
9

(
5
6
8
1
)
0
1
3
2

F
A
X
(
5
6
8
1
)
0
1
3
7

み
ん
な
で
つ
く
る

健
康
あ
だ
ち
2
1

受
動
喫
煙
の
防
止
を

お
願
い
し
ま
す

健
康
増
進
法
に
よ
り
、
他
人
の
た

ば
こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
る
受
動
喫
煙

を
防
ぐ
こ
と
が
施
設
管
理
者
の
努
力

義
務
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
は

新
た
に
「
職
場
に
お
け
る
喫
煙
対
策

の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
出
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
事
業
所
に
お
い

て
関
係
者
が
講
ず
べ
き
原
則
的
な
措

置
を
示
し
た
も
の
で
、
事
業
者
は
積

極
的
に
喫
煙
対
策
に
取
り
組
む
こ
と

が
望
ま
し
い
と
し
て
い
ま
す
。

受
動
喫
煙
を
防
ぐ
に
は
、
事
業
所

内
を
禁
煙
に
す
る
こ
と
が
最
適
で
、

経
費
も
か
か
り
ま
せ
ん
。

禁
煙
が
困
難
な
場
合
は
分
煙
で
対

応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
分
煙
の

た
め
に
は
、
喫
煙
室
を
設
置
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
困
難
な

場
合
に
は
、
喫
煙
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
喫
煙
室
な
ど
で
は
、
た
ば

こ
の
煙
が
広
が
る
前
に
屋
外
に
排
出

す
る
換
気
扇
な
ど
を
設
置
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

(
H
P
)
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
h
l
w
.
g
o
.
j
p

《
足
立
保
健
所
調
整
》

こども家庭支援センターホームページ

「風の子くらぶ」の掲示板が新しくなりました

子育て中の方はもちろん、これから親になる

方 も、子育てに関心のある方 も気軽に利用でき

るように改訂し ました。子育てのエピソード・

経験談などの情報や意見 を交換して子育てを積

極的に楽し みましょう。 問先= こども家庭支

援センター　　　　　　　　　3606- 1333

( HP) ht t p: / /www. kazenoko. ci t y. adachi . t okyo. j p/
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神
経
難
病
の
検
診

日
時
=
1
1
月
1
6
日
回
、午
前
9
時
～

午
後
1

時

場
所
=

竹
の
塚
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー

対
象
=

パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
/

せ
き
髄
小
脳
変
形
症
/

多
発

性
せ
き
髄
硬
化
症
/

進
行
性
筋
い
縮

症
/

筋
無
力
症
な
ど
神
経
難
病
の

方

、
ま
た
は
こ
れ
ら
の
疾
病
の
疑
い

が
あ
る
方

※
た
だ
し
脳
卒
中
後
遺

症
の
方
は
除
く

定
員
=
5
0
人
(

抽

選
)

申
込
=

往
復
(

ガ
キ
に
住
所

、

氏
名

、
生
年
月
日

、
電
話
番
号

、
症

状

、「
難
病
検
診
希
望
」
を
明
記

期

限
=
1
1
月
6

日
必
着

申
先
=

足
立

区
医
師
会

〒
1
2
1・
0
0
1
1

中
央

本
町
3
-
4
-
4

問
先
=

足
立
区

医
師
会

(
3
8
4
0
)
2
1
1
1

疾
病
対
策
係

(
3
8
8
0
)
5
3
5
8

出
前
講
座
「
食
品
衛
生
情
報
」

対
象
=
区
内
在
住
で
5
人
以
上
の
グ

ル
ー
プ

内
容
=
食
中
毒
予
防
や
食

品
の
表
示
な
ど

※
開
催
場
所
は
グ

ル
ー
プ
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い

申

込
=
電
話

申
・
問
先
=
食
品
保
健

係
　
　
(
3
8
8
0
)
5
3
6
3

「
美
と
健
康
に
よ
い
お
茶
の
話
」

日
時
=
1
0月
2
0日
囲
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0分

内
容
=
入
れ
方
で

変
わ
る
お
茶
の
成
分

講
師
=
奥
村

静
二
氏
(
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
)

定
員
=
6
0
人
(
先
着
順
)

申

込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
中
央

本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
栄
養

係
　
　
(
3
8
8
0
)
5
3
5
5

ケ
ア
ハ
ウ
ス
六
月
入
居
者
募
集

体
が
や
や
弱
っ
た
こ
と
に
よ
り
生

活
に
不
安
が
あ
る
高
齢
者
が
、
安
心

し
て
自
立
し
た
生
活
を
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
で
す
。

食
事
の
提
供
や
入
浴
の
準
備
、
生
活

相
談
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
対

象
=
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
・
:

区
内
在
住
で
満
6
0
歳
以
上
/
自
炊
が

で
き
な
い
程
度
の
身
体
機
能
の
低

下
、
ま
た
は
高
齢
な
ど
の
た
め
独
立

し
た
生
活
に
不
安
が
あ
る
方
/
身
の

回
り
の
こ
と
が
自
分
で
出
来
る
方
/

使
用
料
が
負
担
で
き
る
方
(
本
人
の

年
収
に
よ
り
月
額
約
3
万
～
1
2
万
円

の
ほ
か
実
費
相
当
分
)
/
保
証
人
を

立
て
ら
れ
る
方
募
集
予
定
室
数
=

▽
一
人
室
・
:
5
室
▽
二
人
室
・
:
3

室
※
二
人
室
に
は
、
夫
婦
・
兄
弟

姉
妹
・
親
子
な
ど
で
入
居
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
配
布
・
申
込
期
間
=

1
0
月
1
0
日
～
2
4
日
申
込
=
電
話
連

絡
の
う
え
、
本
人
と
保
証
人
が
申
込

用
紙
を
施
設
に
持
参

※
申
込
用
紙

は
各
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
各

区
民
事
務
所
、
ケ
ア
(
ウ
ス
六
月
、

高
齢
調
整
係
で
配
布

申
先
=

ケ
ア

ハ
ウ
ス
六
月

六
月
I
-
6
-
I

(
5
2
4
2
)
0
3
0
5

問
先
=

高
齢
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
6

歯
周
病
予
防
教
室
(
2
日
制
)

4
0代
か
ら
ぐ
ん
と
ふ
え
る
歯
周

病
。
歯
ぐ
き
が
気
に
な
り
始
め
た
方

に
お
す
す
め
で
す
。
日
時
等
=
表
7

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

テ
ー
マ
=

「
す
っ
き
り
さ

わ
や
か
!

歯
と
歯
ぐ
き
の
健
康
対

策
」
定
員
=
3
0
人
(
先
着
順
)

申

込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
千
住

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
庶
務
係

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

表7　 歯周病予防教室日程等

※ いずれも火曜日。時間は午後1時30分～3時30分
※ 2日目の教材は用意します

健
康
大
学
　定
年
後
輝
く
た
め
に

日
程
等
=
表
6

対
象
=
区
内
在
住

で
6
0歳
以
上
の
男
性

内
容
=
健
康

な
心
と
身
体
で
充
実
し
た
人
生
を
送

る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
探
つ
て
み
ま
せ

ん
か

費
用
=
2
0
0円
(
材
料
費
)

申

込
=
電
話

定
員
=
4
0
人
(
先
着
順
)

場
・
申
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

表6　 健康大学日時等

人
権
・
同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

「
高
齢
者
の
人
権
問
題
」

平
均
寿
命
の
大
幅
な
伸
び
や
少
子

化
を
背
景
と
し
て
、
高
齢
化
が
急
速

に
進
ん
で
い
ま
す
。
区
内
の
6
5歳
以

上
の
人
口
は
、
1
1万
2
千
9
2
7人(
9

月
1
日
現
在
)
で
、高
齢
化
率
は
1
7・
5
5
%

。
今
後
も
増
加
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、「
も
う
、そ
ん
な

に
が
ん
ば
ら
な
く
て
も
」
と
か
「
年

寄
り
の
出
る
幕
じ
ゃ
な
い
」
な
ど
と

い
う
言
葉
が
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
高
齢
者
が
年
齢
を
理
由
に
、

社
会
参
加
の
機
会
を
奪
わ
れ
た
り
、

自
由
に
意
見
を
言
う
こ
と
が
で
き
な

い
と
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
こ

れ
は
ま
さ
し
く
人
権
の
侵
害
と
い
え

ま
す
。ま
だ
働
く
こ
と
が
で
き
た
り
、

社
会
参
加
へ
の
意
欲
の
高
い
高
齢
者

は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

一
方
、
寝
た
き
り
な
ど
の
理
由
で

介
護
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
に
対

し
、
介
護
を
す
る
人
が
介
護
に
伴
う

疲
労
や
ス
ト
レ
ス
か
ら
虐
待
を
加
え

る
な
ど
の
問
題
も
生
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が

住
宅
の
賃
貸
を
拒
否
さ
れ
る
な
ど
の

事
例
も
あ
り
ま
す
。

人
生
の
先
輩
で
あ
り
、
豊
富
な
知

識
や
経
験
を
持
っ
て
い
る
高
齢
者

が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
置
か
れ
て

い
る
こ
と
は
悲
し
い
こ
と
で
す
。

す
べ
て
の
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
生
活
し
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
高
齢
期
を
い
き
い
き
と
暮

ら
せ
る
社
会
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
地
域
に
暮
ら
す
み
ん
な
が
、

高
齢
者
と
い
う
よ
り
一
個
人
と
し
て

尊
重
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

《
人
権
・
同
和
係
》

選
挙
豆
知
識

□
「
贈
ら
な
い
・
求
め
な
い
・
受
け

取
ら
な
い
」

公
職
選
挙
法
は
、き
れ
い
な
選
挙
、

金
の
か
か
ら
な
い
政
治
の
実
現
の
た

め
、
寄
付
の
禁
止
に
つ
い
て
厳
し
く

規
制
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
政
治

家
が
選
挙
区
内
で
行
わ
れ
る
町
内
会

の
運
動
会
で
、
優
勝
カ
ッ
プ
(
貸
与

を
含
む
)
や
商
品
な
ど
を
贈
る
こ
と
、

ま
た
、
募
金
な
ど
も
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
有
権
者
が
こ
れ
を
求
め
る
こ

と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
違
反
し

て
処
罰
さ
れ
る
と
、
公
民
権
(
選
挙

権
・
被
選
挙
権
)
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
検
察
審
査
員
候
補
予
定
者
の
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す

検
察
審
査
員
は
、
検
察
官
が
行
っ

た
不
起
訴
処
分
が
適
当
だ
っ
た
か
審

査
し
ま
す
。
審
査
員
は
抽
選
を
3
度

行
っ
た
上
で
選
ば
れ
、
任
期
は
6
ヵ

月
で
す
。
任
期
中
は
裁
判
所
の
非
常

勤
職
員
で
す
。
候
補
予
定
者
の
方
に

は
通
知
と
調
査
票
を
お
送
り
し
ま
し

た
。
記
入
を
し
、
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
選
挙
管
理
委
員
会
》

「
語
ら
い
パ
ー
ト
ナ
ー
」
・

「
や
す
ら
ぎ
支
援
員
」の

派
遣
受
け
付
け
開
始

□
語
ら
い
パ
ー
ト
ナ
ー

足
立
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

一
環
と
し
て
、
語
ら
い
パ
ー
ト
ナ
ー

が
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、
話
を
傾
聴

す
る
(
心
を
傾
け
て
聴
く
)
こ
と
で
、

孤
独
感
を
軽
減
し
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
支
援
を
行
い
ま
す

。
対
象
=

区
内
在
住
で
、
お
お
む
ね
6
5歳
以
上

の
ひ
と
り
暮
ら
し
な
ど
の
高
齢
者

申
先
=

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

(表
9
)

□
や
す
ら
ぎ
支
援

員
痴
ほ
う
性
高
齢

者
を
抱
え
る
家
族

の
支
援
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。
対

象
=
介
護
保
険
で

要
介
護
・
要
支
援
・

自
立
の
判
定
を
受

け
、日
常
生
活
に
支

障
を
き
た
す
よ
う

な
症
状
・
行
動
や
意

思
疎
通
の
困
難
さ

が
多
少
見
ら
れ
る

お
お
む
ね
6
5歳
以

上
の
高
齢
者
を
在

宅
で
介
護
し
て
い

る
同
居
の
家
族

派
遣
時
間
=
午
前
9
時
～
午
後
5
時

(日
・
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
)

※
原
則
、
1
回
当
た
り
2
時
間
以
上
8

時
間
以
下
で
、
1
5年
度
は
年
間
2
4

時
間
(
1
6
年
度
か
ら
4
8時
間
)
を
限

度

内
容
=
や
す
ら
ぎ
支
援
員
は
、

介
護
者
で
あ
る
家
族
が
家
を
留
守
に

す
る
間
や
介
護
疲
れ
で
休
息
が
必
要

な
と
き
に
、
家
族
に
代
わ
っ
て
見
守

り
や
話
し
相
手
を
行
い
ま
す

※
卜

イ
レ
誘
導
な
ど
は
必
要
に
応
じ
て
行

い
ま
す
が
、
身
体
介
護
や
家
事
援
助

な
ど
は
行
い
ま
せ
ん
。
申
先
=
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
(
表
9
)
、
福

祉
事
務
所
(
表
8
)
、
在
宅
支
援
係

―
―
い
ず
れ
も
―
―

派
遣
は
、「
顔
な
じ
み
の
期
間
」
が

終
わ
っ
て
か
ら
に
な
り
ま
す
。
問

先
=
在
宅
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
2
5
7

表8　 福祉事務所一覧

表9　 在宅介護支援センター一覧

安
全

・
安
心

ま
ち

づ
く
り
第
3
回

あ
な
た
の
車
も

ね
ら
わ
れ
て
い
る
!
?

「
9
1
9件
」。
こ
れ
は
、
今
年
上
半
期

に
区
内
で
発
生
し
た
「
車
上
ね
ら
い
」

の
総
件
数
で
す
。「
車
上
ね
ら
い
」
と

は
自
動
車
な
ど
の
積
荷
や
車
内
の
金

品
を
盗
む
犯
罪
で
、
1
4年
中
は
一
日

平
均
で
5
.
1件
も
の
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
そ
の
手
口
は
、
鍵
穴
や
ガ
ラ

ス
を
壊
す
場
合
と
、
施
錠
し
て
い
な

い
車
を
探
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。
警

察
も
、
張
り
込
み
や
パ
ト
ロ
ー
ル
を

強
化
し
て
い
ま
す
が
、
一
人
ひ
と
り

が
「
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
必
ず
鍵

を
か
け
る
」「
車
内
に
貴
重
品
を
置
い

た
ま
ま
に
し
な
い
」
な
ど
の
習
慣
を

つ
け
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

□
区
長
・
議
長
が
要
請
文
を
提
出

区
内
で
は
、
身
近
な
場
所
で
犯
罪

が
多
く
発
生
し
て
お
り
、「
体
感
治

安
」
が
悪
化
し
て
い
ま
す
。

治
安
を
回
復
し
、
区
民
の
安
全
・

安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
警
察

力
の
強
化
が
不
可
欠
で
す
。
そ
こ
で
、

足
立
区
生
活
安
全
推
進
協
議
会
は
、

都
知
事
に
対
し
「
警
察
官
の
増
員
」

「
パ
ト
カ
ー
の
増
配
」
な
ど
を
要
請

す
る
こ
と
と
し
、
8
月
2
5日
に
区
長
・

区
議
会
議
長
が
都
庁
を
訪
れ
、
知
事

宛
の
要
請
文
を
治
安
対
策
担
当
の
竹

花
副
知
事
に
手
渡
し
、
区
の
治
安
回

復
の
た
め
の
警
察
力
強
化
を
要
請
し

ま
し
た
。
　
　
《
地
域
活
動
支
援
係
》
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お

知

ら
せ
し
ま
す

14
年
度

決
算

の
主
な
内
容

決
算
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
・
都
か
ら
の
補
助
金
・
交
付
金
な
ど
が
区
の
収
入

と
し
て
ど
の
く
ら
い
入
り
(
歳
入
)
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
(
歳
出
)
を
明
ら
か

に
す
る
も
の
で
す
。

1
4年
度
は
厳
し
い
経
済
状
況
を
反
映
し
、
歳
入
・
歳
出
と
も
1
0
%を
超
え
る
減
(
前
年
度

比
)
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
決
算
は
第
3
回
区
議
会
定
例
会
に
お
い
て
審
査
さ
れ
て
い
ま
す
。

歳
入
が
減
少
し
て
い
ま
す

景
気
の
低
迷
が
長
引
き
、
特
別
区

税
収
入
が
5
年
連
続
で
減
少
(
グ
ラ

フ
1
)
し
た
ほ
か
、
特
別
区
交
付
金

も
昨
年
度
を
大
き
く
下
回
る
(
グ
ラ

フ
2
)
な
ど
、
使
途
を
制
約
さ
れ
な

い
財
源
が
マ
イ
ナ
ス
6
%
と
な
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
特
定
の
経
費
に

使
途
が
限
定
さ
れ
て
い
る
特
定
財
源

に
つ
い
て
も
マ
イ
ナ
ス
1
9
%と
な

り
、
歳
入
全
体
で
マ
イ
ナ
ス
1
1
%の

厳
し
い
財
政
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
特
別
会
計
決
算
額
は
表
1
、
1
4

年
度
に
行
っ
た
主
な
事
業
は
表
2

の
と
お
り
で
す
。

生
活
保
護
費
な
ど
の
扶
助

費
が
増
と
な
っ
て
い
ま
す

歳
入
が
減
少
す
る
中
で
も
、
歳
出

で
は
、
義
務
的
経
費
が
1
.
7
%
の
増
額
　

(
グ
ラ
フ
4
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
生
活
保
護
費
な
ど
の
扶
助

費
は
5
.
7
%の
増
と
大
幅
な
伸
び
を
示

し
、
一
方
で
投
資
的
経
費
・
そ
の
他

の
経
費
は
大
幅
な
減
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
に

こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
の
中
で
、

安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て
い

く
た
め
、
税
な
ど
の
徴
収
努
力
や
受

益
と
負
担
の
適
正
化
を
図
る
と
と
も

に
、
事
務
事
業
の
見
直
し
を
進
め
、

今
後
も
一
層
の
財
政
健
全
化
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

グラフ1　性質別歳出と特別区税の推移

表1　 特別会計決算額

表2　14 年 度に行った主な事業 ( 百万円)
( 1)子ど も施策

子ども家庭支援センター管理運営　　　　　　　　　　　54

認証保育助成事業　　　　　　　　　　　　　　　　　203

児 童の保育委託( 私 立) 　　　　　　　　　　　　　2, 767
住 区施設の管理運営　　　　　　　　　　　　　　　1, 418

新 世紀学校プラン事業　　　　　　　　　　　　　　　　47
特 別講師制度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　34

校舎建設( 第十一中)　　　　　　　　　　　　　　1, 305

学 校施設改修・設備改修等　　　　　　　　　　　　1, 371

( 2)高齢 社会施策
高齢者在宅サービスセンターの建設　　　　　　　　　338

中央 障害センターの整備　　　　　　　　　　　　　1, 182
心身障害者( 児) 委託ホームヘルパーの派遣　　　　　　　　　476

感染 症予防　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　486
高 齢者向け優良賃貸住宅助成事業　　　　　　　　　　　60

( 3)まちづくり施策

学校備蓄物品庫の設置　　　　　　　　　　　　　　　202
大 震火災予防対策　　　　　　　　　　　　　　　　　　33

鉄 道駅エレベーター等整備促進　　　　　　　　　　　　27
都市計画道路整備　　　　　　　　　　　　　　　　1, 379

( 4)都市型産業 ・雇用施策

緊急地域雇用創出特別補助事業　　　　　　　　　　　126

中小 企業一般融資　　　　　　　　　　　　　　　　2, 506
商店 街活性化 ・まちづくり計画策定　　　　　　　　　　6

商店街空き店舗対策事業　　　　　　　　　　　　　　　32

商店街人材育成事業　　　　　　　　　　　　　　　　　9
総 合文化センター建設　　　　　　　　　　　　　　1, 011

( 5)環境施策
清掃事業

ごみ収集　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1, 510

ステ ーション・店頭回収　　　　　　　　　　　　　789
緑 のリサイクル施設の建設　　　　　　　　　　　　　　12

公 園・緑地の新設・拡充　　　　　　　　　　　　　　　91
( 6)電子自治体施策

総合情報処理のシ ステム化　　　　　　　　　　　　　234

電 子計算組織管理運営　　　　　　　　　　　　　　1, 292 ▲ 第十一中学校の新校舎

グラフ2　[ 財源別歳入決算額]

2, 014億円
( △ 11. 0%)

一般財源
1, 305億円

64. 8%( △ 6. 0%)
使途が制約されず、ど
のような経費にも使用
できる財源

特定財源
709億円

35. 2%( △ 19. 0%)
使途が特定され、特定
の経費にのみ使用でき
る財源

グラフ3　[ 目的別歳出決算額]
歳出の使いみちを民生費( 社会福祉関係) 、教育費( 学校・
社会教育関係) などの施策の目的によって分類したもの

1, 949 億円
( △ 11. 7%)

グラフ4　[ 性質別歳出決算額]
歳出の使いみちを、人件費や投資的経費( 工事費、用地費等) 、
物件費( 光熱水費等) などの性質によって分類したもの

1, 949億円
( △ 11. 7%)

義務的経費
1, 074億円
55. 1%( +1. 7%)

その 他の 経費
668 億 円

34. 3%( △ 21. 1%)

投資的経費207 億円
10. 6%( △ 32. 5%)

※ グラフ2 ・3・4 中で、% は合計額全体に対する構成比。( %) は前年度に対する増減率

1
4年
度
決
算
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、財
政
課
　
(
3
8
8
0
)
5
8
1
4

「公有財産の活用構想」を
お知らせします

児童や生徒の減少による学
校の統廃合などにより、今後、
活用が可能となる土地や建物
が多く発生します。これらの
跡地の活用案として「公有財
産の活用構想」を作成しまし
た( 表3) 。

公
有
財
産
活
用
の
基
本
的
な
考
え
方

公
有
財
産
は
、
次
の
よ
う
な
基
本

的
な
考
え
方
で
活
用
し
ま
す
。

①
1
6年
6
月
に
策
定
予
定
の
基
本
構

想
や
同
年
9
月
に
策
定
予
定
の
基

本
計
画
な
ど
に
お
け
る
目
標
の
実

現
の
た
め
に
活
用
し
て
い
き
ま
す

②
大
規
模
な
用
地
は
、
可
能
な
限
り

土
地
を
保
有
し
た
ま
ま
活
用
し
て

い
き
ま
す
が
、
場
合
に
よ
り
売
却

も
検
討
し
ま
す

③
民
間
の
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
や
資
金
を

最
大
限
活
用
し
て
い
き
ま
す

④
具
体
的
な
活
用
が
図
ら
れ
る
ま
で

は
、
暫
定
的
な
活
用
を
推
進
し
ま

すパ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

(区
民
意
見
募
集
制
度
)
を

始
め
ま
す

今
回
の
活
用
案
の
う
ち
、
大
規
模

用
地
で
あ
る
「
旧
第
三
中
学
校
」
お

よ
び
「
旧
江
北
幼
稚
園
」
に
つ
い
て
、

広
く
区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
意
見
を

募
集
し
ま
す
。
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を

参
考
に
、
敷
地
条
件
や
事
業
の
緊
急

性
な
ど
を
考
慮
し
、
可
能
な
も
の
か

ら
個
別
に
計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま

す
。な
お
、「
公
有
財
産
の
活
用
構
想
」

は
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各
図
書
館

で
閲
覧
で
き
ま
す
。
※
活
用
可
能

年
次
が
1
7年
以
降
の
跡
地
な
ど
に
つ

い
て
は
新
し
い
基
本
計
画
策
定
時
ま

た
は
策
定
後
に
、
意
見
を
募
集
す
る

予
定
で
す

対
象
=
区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方
ま
た
は
、
区
域
内
に

事
業
所
な
ど
を
持
つ
法
人
・
そ
の
他

の
団
体

申
込
=
E
メ
ー
ル
・
フ
ァ

ク
ス
・
郵
便

※
氏
名
ま
た
は
名
称

(法
人
や
団
体
の
場
合
は
代
表
者
の

氏
名
)
、住
所
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

期
限
=
1
0月
3
1日

表3　 公有財産の活用構想( 案)

「公有財産」について

の、意見の申し込み・

お問い合わせは、 政策課
〒120- 8510 中 央 本 町1- 17- 1

3880- 5811

( FAX) 3880- 5610

□ sei saku@ci t y. adachi . t okyo. j p

( HP) ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

(区
民
意
見
募
集
制
度
)

と
は

区
で
は
、こ
れ
ま
で
「
区
民
の
声
」

な
ど
で
皆
さ
ん
の
意
見
を
い
た
だ
い

て
い
ま
し
た
が
、
区
民
の
多
様
な
意

見
を
さ
ら
に
区
政
に
反
映
さ
せ
る
た

め
に
、
新
た
に
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
(
区
民
意
見
募
集
制
度
)
」を
導

入
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
区
の
基
本
的
な
施
策
な

ど
を
策
定
す
る
過
程
で
事
前
に
そ
の

案
を
広
く
公
表
し
、
区
民
だ
れ
も
が

意
見
を
述
べ
る
機
会
を
設
け
、
そ
れ

に
対
す
る
区
の
考
え
方
を
公
表
し
て

い
く
一
連
の
手
続
き
で
す
(
図
1
)
。

8
月
に
策
定
し
た
「
足
立
区
政
透
明

化
計
画
」
の
一
環
と
し
て
取
り
組
み

ま
す
。

今
回
、
「
公
有
財
産
の
活
用
構
想
」

に
導
入
し
、
以
後
、
他
の
施
策
に
取

り
入
れ
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

図1　 パブリックコメントの流れ

足
立
区
功
労
者
表
彰
(
敬称略
)

1
0月
1
日
「
区
民
の
日
」
に
、
1
5

年
度
足
立
区
功
労
者
表
彰
式
が
区
役

所
庁
舎
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
治
功
労
、
社
会
福
祉
功
労
な
ど
1
4

分
野
で
、
区
に
永
年
功
労
の
あ
っ
た
2
0
0

人
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

足
立
区
功
労
者
表
彰
被
表
彰
者

[自
治
功
労
]

《
町
会
・
自
治
会
長
》
芦
川

宥
、

石
井
清
、尾
後
家
省
吾
、久
保
田
博
、

桑
原
豊
一
、清
水
正
司
、中
島
省
吾
、

林
加
恵
、
藤
沼
政
信
、
水
戸
定
雄
、

村
山
敏
夫

《
投
票
管
理
者
・
投
票
立

会
人
》
芦
川
チ
タ
、
分
井
啓
子
、
北

川
國
男
、
坂
田
實
枝
子
、
冨
澤
美
津

枝

《
消
防
団
員
》
青
木
勝
也
、秋
山

勇
、
飯
塚
祐
司
、
宇
賀
神
正
行
、
宇

佐
美
康
臣
、小
倉
得
宏
、恩
田
和
美
、

加
藤
友
敏
、金
杉
源
市
、河
内
慶
二
、

熊
田
省
一
、
坂
田
稔
、
篠
原
弘
治
、

須
賀
賢
一
、
鈴
木
榮
一
郎
、
鈴
木
浩

司
、
仙
波
宏
之
、
當
麻
勝
彦
、
田
中

実
、
土
屋
哲
男
、
根
岸
昇
、
能
條
義

昭
、
早
川
一
夫
、
星
仁
、宮
田
英
男
、

目
黒
正
治
、森
屋
宜
信
、
諸
橋
誠
一
、

柳
原
智
浩
、
矢
野
正
治
、
渡
邉
靖
興

[社
会
福
祉
功
労
]

《
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
》
岸
本
美

恵
子
、
數
藤
敦
子

《
民
生
委
員
・
児

童
委
員
》
相
川
輝
子
、城
戸
美
香
子
、

竹
内
栄
一
、
林
茂
、
藤
井
操
、
細
井

力
造
、本
山
敬
子

《
保
護
司
》
青
木

國
平
、
金
子
徳
子
、
河
南
茂
二
、
隈

元
千
代
子
、菅
久
仁
子
、鈴
木
次
雄
、

中
山
順
司

[社
会
生
活
功
労
]

《
防
火
事
業
功
労
者
》井
上
市
三
郎
、

花
井
ふ
み
子
、
山
崎
房
江
、
横
山
佐

《
防
犯
事
業
功
労
者
》渡
辺
克
平

《
交
通
安
全
事
業
功
労
者
》
大
木
忠

男
、
渡
邉
賢
一

《
人
権
擁
護
委
員
》

油
井
久
仁
子

[公
衆
衛
生
功
労
]

《
保
健
医
療
事
業
功
労
者
》
真
島
喜

久
司

《
食
品
・
環
境
衛
生
事
業
功
労

者
》
今
泉
清
一
、
本
内
幸
次
郎
、
佐

藤
正
二

《
学
校
保
健
衛
生
功
労
者
》

大
野
弘
行
、
近
田
利
啓
、
細
井
榮
三

郎
、渡
邊
哲

《
保
育
園
保
健
衛
生
功

労
者
》
近
藤

雄

[学
校
教
育
功
労
]

《
教
育
功
労
者
》
鈴
木
又
右
衛
門

《
私
学
振
興
功
労
者
》
千
田
京
、
中

條
や
よ
ひ

[社
会
教
育
功
労
]

《
社
会
教
育
事
業
功
労
者
》
金
澤
幹

男
、岸
一
夫
、廣
川
和
一

《
P
T
A

会
長
》
汪
洋
秀
和
、
大
場
真
智
子
、

加
藤
清
典
、
関
谷
芳
久
、
林
千
尋
、

藤
波
光
昌
、
元
井
一
籌
、
横
井
厚
、

岡
茂

[産
業
功
労
]

《
実
業
精
励
功
労
者
》
内
山
享
一
、

大
洋
敬
司
、金
子
俊
二
、近
藤
行
雄
、

竹
内
玲
子
、田
島
常
雄
、古
谷
昭
一
、

三
井
勝
、
宮
崎
文
雄
、
渡
邉
源
勝

[建
設
功
労
]

《
土
木
建
設
事
業
功
労
者
》
磯
部
田

鶴
、
長
島
晃
、
藤
波
孝
、
古
川
重

《
土
地
区
画
整
理
事
業
功
労
者
》
榎

本
攻
、
榎
本
晴
夫
、
梶
和
夫
、
梶
嘉

雄
、
田
村
礼
一
、
中
村
謙
司
、
中
村

信
夫
、中
村
好
一

《
ま
ち
づ
く
り
事

業
功
労
者
》
河
合
弘
、
島
村
良
一

[統
計
功
労
]
遠
山
照
代
、
矢
部
圭

子
、
山

早
苗
、
渡
邊
進

[納
税
功
労
]
飯
塚
歌
子
、
五
十
嵐

武
志
、
池
嶋
清
郎
、
大
洋
文
治
、
大

野
稔
、
古
野
間
譲
、
坂
上
武
男
、
清

水
洋
子
、
中
篠
力
夫
、
庭
野
博
、
野

口
節
、
野
尻
和
良
、
水
村
千
足
、
村

越
忠
明
、
茂
出
木
久
義
、
柳
也
主
男

[文
化
功
労
]

《
文
化
事
業
功
労
者
》市
川
美
知
代
、

岩
田
昭
雄
、大
橋
重

、奥
田
利
子
、

近
藤
牧
男
、
田
中
千
代
吉
、
田
守
ヨ

シ
子
、
長
瀬
淑
子
、
中
田
清
子
、
蕗

野
利
男
、
三
輪
綾
子
、
村
上
忍
、
横

山
み
つ
い

《
文
化
財
保
護
功
労
者
》

雨
間
秀
浩
、粟
谷
稔
三
、
榎
本
義
憲
、

北
嶋
幸
二
、
須
賀
源
蔵
、
中
村
實
、

蓮
見
一
明
、
平
田
伊
三
郎

[体
育
功
労
]

《
体
育
事
業
功
労
者
》
池
洋
昇
、
斎

藤
美
枝
子
、
清
水
毅
、
武
内
啓
友
、

花
井
道
子
、三
平
章
郎
、村
井
芳
平
、

村
田
圓
、
山
本
俊
榮

[徳
行
者
]
芦
川
一
男
、
足
立
区
商

店
街
振
興
組
合
連
合
会
理
事
長
田
中

武
夫
、
足
立
区
佛
教
会
、
足
立
成
和

信
用
金
庫
理
事
長
井
上
映
治
、
足
立

三
宅
会
を
支
援
す
る
会
会
長
仁
平
悦

郎
、
綾
瀬
パ
ン
ダ
フ
ァ
ミ
リ
ー
代
表

大
久
保
貞
二
、
医
療
法
人
社
団
成
和

会
理
事
長
金
萬
有
、
興
野
銀
座
友
の

会
会
長
佐
瀬
春
江
、
金
子
政
雄
、
椛

沢
忠
美
、
㈱
環
境
技
術
研
究
所
代
表

取
締
役
土
屋
脩
二
、
㈱
須
崎
製
作
所

代
表
取
締
役
高
波
登
利
子
、
株
式
会

社
三
浦
工
務
店
代
表
取
締
役
三
浦
昭

太
郎
、
菊
池
運
輸
株
式
会
社
代
表
取

締
役
菊
池
八
郎
、
島
根
福
寿
会
会
長

山
本
政
吉
、
城
北
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱

愛
飲
者
一
同
、
千
曲
整
備
株
式
会
社

代
表
取
締
役
菊
池
き
み
え
、
東
京
綾

瀬
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
東
京
都
個

人
タ
ク
シ
ー
協
同
組
合
足
立
第
一
支

部
支
部
長
上
篠
勇
、
ピ
ー
ア
ー
ク
株

式
会
社
代
表
取
締
役
庄
司
正
英
、
ピ

ッ
ク
マ
ン
㈱
代
表
取
締
役
秋
野
行

雄
、
ほ
ね
つ
ぎ
め
だ
か
の
会
会
長
岡

村
義
晃
、
立
正
佼
成
会
足
立
教
会
教

会
長
中
村
浩
士

[人
命
救
助
]
大
原
成
官
、
坂
本
佳

美
、
佐
々
木
佐
一
、
関
口
久
重
、
関

根
貴
博
、
竹
内
秀
明
、
田
野
廣
一
、

吉
田
昇

《
総
務
係
》

「困ります! 自転車
置きざり　知らんぷり」

第20回都内一斉
駅前放置自転車
クリーンキャンペーン

放置自転車の一掃をめざ
してクリーンキャンペーン
を行います。期間=10月
22日～31日内容=区内主
要駅頭でのキャンペーン…

▽ 北千住駅( 10 月23日) ▽
西新井駅( 28 日) ▽ 綾瀬駅
( 29日) ▽ 竹 ノ　 駅( 31
日) / 放置自転車などの街
頭指導強化/ ポスター・横
断幕の掲示 問先= 自転車
係　　　　3880- 5914

新

交

通

シ
ス
テム
!

日
暮
里
・
舎
人
線

小
さ
く
て
も
、力
持
ち

日
暮
里
・
舎
人
線
は
5
両
編
成
で
、

全
長
約
4
5
mに
約
3
0
0人(
定
員
)
の

乗
客
を
乗
せ
、
平
均
時
速
2
9㎞
(
最

高
時
速
約
6
0㎞
)
で
走
り
ま
す
。

車
両
1
台
は
、
長
さ
9
m

、
幅
約
2
.
5
m

の
ス
テ
ン
レ
ス
構
造
の
車
体

で
、
路
線
バ
ス
よ
り
や
や
短
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
電
車
の
仲
間

と
し
て
は
小
さ
な
方
で
す
。

鉄
道
と
バ
ス
の
中
間
程
度
の
輸
送

力
を
持
つ
新
交
通
シ
ス
テ
ム
は
、
鉄

道
に
は
な
い
長
所
を
持
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
ひ
と
つ
に
、
小
型
・
軽
量

の
利
点
を
生
か
し
て
急
な
曲
線
を
走

れ
る
と
い
う
長
所
が
あ
り
、
自
動
車

と
同
じ
よ
う
に
直
角
に
曲
が
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ゴ
ム
製
の
車
輪
と
合
わ
せ

て
急
な
坂
を
上
り
下
り
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
首
都
高
速

中
央
環
状
線
を
越
え
る
た
め
に
は
、

車
体
と
積
載
量
合
わ
せ
て
約
7
0
t
を

急
勾
配
の
軌
道
を
3
0
m
ま
で
引
き
上

げ
る
の
で
す
。

小
さ
く
、
力
持
ち
の
新
交
通
シ
ス

テ
ム
は
、
き
っ
と
乗
客
の
皆
さ
ん
に

心
地
よ
さ
与
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

《
日
暮
里
・
舎
人
線
推
進
係
》 ▲ 日暮里・舎人線の車両
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◆ 申 込 … 申し 込み方法

◆ 期限… 申し込み期限
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公
認
私
立
幼
稚
園
な
ど
の

園
児
の
保
護
者
の
方
へ

補
助
金
を
支
給
し
ま
す
。
対
象

=
区
内
在
住
の
満
3
～
5
歳
児
(
9

年
4
月
2
日
～
1
2年
4
月
1
日
生
ま

れ
の
園
児
。
ま
た
、
1
2年
4
月
2
日

以
降
生
ま
れ
の
園
児
は
満
3
歳
の
誕

生
月
か
ら
)
を
幼
稚
園
へ
通
園
さ
せ

て
い
る
保
護
者

申
込
=

▽
区
内
の

幼
稚
園
に
在
籍
・
:各
幼
稚
園

▽
区

外
の
幼
稚
園
に
在
籍
・
:
学
務
課
ま
た

は
幼
稚
園
を
と
お
し
て
申
請

※
申

請
書
は
、
各
私
立
幼
稚
園
ま
た
は
学

務
課
で
配
布

補
助
金
額
=
市
区
町

村
民
税
所
得
割
課
税
額
に
よ
り
算

出
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

問
先
=
学
務
課
助
成
係

(
3
8
8
0
)
5
9
7
7

1
6年
4
月
入
園
の

区
立
幼
稚
園
児
募
集

募
集
す
る
園
=
表
1
対
象
=
区
内

在
住
の
4
歳
児
(
1
1
年
4
月
2
日
～

1
2
年
4
月
1
日
生
ま
れ
)
/
5
歳
児
　

(
1
0
年
4
月
2
日
～
1
1
年
4
月
1
日

生
ま
れ
)
定
員
=
▽
4
歳
児
…
各

3
2
人
▽
5
歳
児
…
各
若
干
名
※

障
害
が
あ
る
幼
児
は
、
原
則
と
し
て

1
学
級
2
人
ま
で
受
付
日
時
=
1
1

月
4
日
㈹
・
5
日
南
、
午
後
1
時
3
0

分
～
4
時
受
付
場
所
=
入
園
希
望

の
各
区
立
幼
稚
園

※
募
集
要
項

、

申
込
用
紙
は
各
区
立
幼
稚
園
、
区
民

事
務
所
、
児
童
館
、
住
区
セ
ン
タ
ー
、

保
健
所
、
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
、
学

務
課
で
1
0
月
1
5
日
か
ら
配
布
(
各
幼

稚
園
で
の
配
布
は
午
前
9
時
～
午
後

4
時
、
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
)

第

一
次
選
考
=
1
1月
7
日
窗
、
入
園
希

望
の
各
幼
稚
園
で
行
い
ま
す

問
先
=

各
幼
稚
園
(
表
1
)

ま
た
は
就
学

係
　
　
　
(
3
8
8
0
)
5
9
6
9

表1　 園児を募集する区立幼稚園

※ 現在の大谷田幼稚園は、仮称「おおやた幼
保園」となり、後日別に募集する予定です

就
学
相
談
の
お
知
ら
せ

1
6
年
4
月
に
小
学
校
に
入
学
予
定

で
、
特
別
な
教
育
的
支
援
が
必
要
と

考
え
ら
れ
る
お
子
さ
ん
や
、
就
学
時

健
康
診
断
で
就
学
相
談
を
勧
め
ら
れ

た
お
子
さ
ん
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
適
切
な
教
育
の
場
な
ど
に
つ
い

て
、
専
門
の
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

日
時
=
毎
週
月
曜
～
金
曜
日
(
祝
日

を
除
く
)
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時

申
込
=
電
話

※
保
護
者
の
申
し
込

み
に
限
る

場
・
申
・
問
先
=
教
育

研
究
所

(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

休
日
納
税
・
納
付
相
談

「
区
・
都
民
税
」
「
国
民
健
康
保
険

料
」「
介
護
保
険
料
」
の
休
日
納
税
・

納
付
相
談
を
行
い
ま
す
。
日
時
=
1
0

月
2
6日
回
、
午
前
9
時
～
午
後
4

時

場
・
問
先
=
納
税
第
一
・
第
二

係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
6

・
7

こ
く
ほ
年
金
課
納
付
相
談
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
3

介
護
保
険
課
収
納
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
7
4
4

国
民
健
康
保
険
料
の
減
免

対
象
=
災
害
に
あ
っ
た
り
、
自
営
業

者
の
倒
産
・
破
産
ま
た
は
自
己
の
意

思
に
よ
ら
な
い
失
業
な
ど
で
収
入
が

極
端
に
減
少
し
、
資
産
・
能
力
の
活

用
を
図
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保

険
料
の
支
払
い
が
で
き
な
く
な
っ
た

世
帯

※
通
常
の
退
職
に
よ
る
収
入

減
な
ど
は
該
当
し
ま
せ
ん

申
込
=

事
前
に
電
話
の
上
、
窓
口

申
・
問

先
=
こ
く
ほ
年
金
課
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

住
宅
改
良
や
耐
震
診
断
の

費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す

対
象
=
自
己
所
有
住
宅
(
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
の
専
有
部
分
を
含
む
)
と
分

譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
共
有
部
分

内
容
=

▽
住
宅
改
良
・
:段
差
の
解
消
と
合

わ
せ
て
、
玄
関
・
廊
下
な
ど
の
拡
幅

な
ど
身
体
機
能
の
低
下
に
対
応
で
き

る
よ
う
建
物
を
改
修
す
る
場
合
/
子

ど
も
部
屋
や
高
齢
者
専
用
部
屋
の
増

築
、
改
築
、
間
仕
切
り
変
更
な
ど

助
成
限
度
額
=

▽
住
宅
改
良
・
:
3
0万

円

▽
耐
震
診
断
…
戸
建
住
宅
5
万

円
、
共
同
住
宅
2
0万
円

※
金
融
機

関
か
ら
の
借
り
入
れ
な
ど
必
要
な
要

件
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=

住
宅
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
9
3
8

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
厶

設
置
費
補
助
金

1
0
月
か
ら
、
区
内
の
住
宅
な
ど
に

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る

方
へ
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

※
3
年
間
の
限
定
事
業
対
象
=

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
(
N
E
F
)
の

補
助
金
を
申
請
し
、
1
0
月
1
日
以
降

に
交
付
額
確
定
通
知
を
受
け
て
い
る

方
補
助
金
額
=
N
E
F
の
補
助
金

と
同
額
「
9
月
現
在
、
1
k
w
当
た
り

9
万
円
、
1
0
k
w
未
満
)

□
事
業
開
始
説
明
会

日
時
=
1
0月
1
7日
窗
、
午
後
7
時
～
8

時

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・

西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

内
容
=
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
概
要
と
助
成
制

度

※
な
お
、
4
月
か
ら
先
行
実
施

し
て
い
る
融
資
あ
っ
旋
制
度
(
3

年

返
済
、
利
子
と
信
用
保
証
料
は
区
が

全
額
補
給
)
と
併
用
出
来
ま
す
。
く

わ
し
く
は
環
境
課
ま
た
は
区
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
先
=

環
境
課
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
9
3
5

地
区
計
画
の
原
案
を

縦
覧
し
ま
す

こ
の
内
容
に
つ
い
て
関
係
の
あ
る

方
は
、
区
長
に
対
し
て
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
内
容

=
中
川
一
丁
目
南
地
区
地
区
計
画
の

決
定
区
域
=
中
川
一
丁
目
地
内

縦
覧
期
間
=
1
0
月
1
0
日
～
2
3
日
意

見
書
提
出
期
間
=
1
0月
1
0日
～
3
0日

縦
覧
場
所
・
問
先
=
都
市
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
2
8
0

住
居
表
示
板
を
取
り

替
え
ま
す

伊
興
一
～
五
丁
目
、
西
伊
興
一
～

四
丁
目
の
各
街
区
に
取
り
付
け
て
あ

る
「
街
区
表
示
板
」
と
、
各
建
物
に

取
り
付
け
て
あ
る
「
町
名
表
示
板
」

「
住
居
番
号
表
示
板
」
の
う
ち
、
変

色
し
た
り
、
壊
れ
た
り
し
た
も
の
を

取
り
替
え
る
作
業
を
行
い
ま
す
。
取

替
作
業
は
区
役
所
の
腕
章
を
つ
け
た

委
託
業
者
が
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
期
間
=
1
1

月
上
旬
～
1
2月
下
旬

問
先
=
戸
籍

住
民
課
住
居
表
示

N
P
O

活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

区

内

で
活

動
を

行

っ
て

い

る
N
P
O

活

動

団
体

へ
の
イ

ン

タ
ビ
ュ

ー
や

イ

ベ
ン
ト
情

報

な
ど

、
N
P
O

に
関

す
る
情

報

が

一
層

充
実

し
ま

し

た

。

ま
た

、
9

月

か
ら

開
始

し

た
N
P
O

活

動
団

体
向

け

の
助
成

金
申
請

書

も

ダ

ウ
ン

ロ
ー
ド

で
き

ま
す

。

(
H
P
)
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p
/
n
p
o
/

問

先
=
N
P
O

活

動
支

援

セ
ン

タ

ー

(
3
8
4
0
)
2
3
3
1

「
R
(
リ
サ
イ
ク
ル
)の
お
店

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」配
布
中

ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
小
売
店

全
6
9店
を
写
真
入
り
で
紹
介
し
た
冊

子
が
出
来
ま
し
た
。
毎
日
の
買
い
物

に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
配
布
場

所
=
各
区
民
事
務
所
・
各
地
域
学
習

セ
ン
タ
ー
・
区
政
情
報
室
・
あ
だ
ち

再
生
館
な
ど

問
先
=
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
課
普
及
啓
発
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6
0

消
費
生
活
の
問
題
を
勉
強
す

る
方
へ
講
師
を
派
遣
し
ま
す

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
を
中

心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
・
団
体
(
2
0人

以
上
)
内
容
=
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル

ス
、
訪
問
販
売
な
ど
悪
質
商
法
の
手

口
と
予
防
、
ま
た
は
そ
の
他
の
消
費

生
活
問
題
で
セ
ン
タ
ー
が
認
め
る
も

の
申
込
=
開
催
日
時
(
原
則
平
日
、

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
)
、
場
所
、
内

容
を
決
定
後
電
話

※
開
催
場
所
は

申
請
者
が
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。
講

師
費
用
は
消
費
者
セ
ン
タ
ー
が
負
担

し
ま
す
(
限
度
額
あ
り
)

申
・
問
先
=

消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
1
T
)

催
し
物
ガ
イ
ド
定員に先着順
とあるものは
10 月15 日

から受け付け

み
ん
な
の
お
ま
つ
り

忍
者
ワ
ー
ル
ド

大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
お
ま

つ
り
で
す
。
日
時
=
1
0月
2
6日
回
、

午
前
1
0時
3
0分

※
幼
児
は
保
護
者

同
伴

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
西
保
木
間
児
童
館

(
3
8
8
4
)
1
1
1
4

第
1
8回
足
立
区
観
光
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

テ
ー
マ
=
わ
た
し
の
見
つ
け
た
「
ふ

る
さ
と
足
立
」
内
容
=

▽
一
般
部

門
・
:区
内
の
公
共
施
設
、
名
所
・
旧

跡
、
伝
統
行
事
、
河
川
、
街
並
み
な

ど

▽
花
火
部
門
・
:第
2
5回
足
立
の

花
火
大
会

▽
光
の
祭
典
部
門
…
光

の
祭
典
2
0
0
3

、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

※
く
わ
し
く
は
応
募
要
領
を
参
照

作
品
数
=
3
部
門
あ
わ
せ
て
5
作
品

ま
で
規
格
=
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四

ツ
切
り
(
ワ
イ
ド
四
ツ
切
り
は
除
く
)

対
象
=
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方
申
込
=

応
募
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
直
接
持

参
ま
た
は
郵
送
※
応
募
用
紙
な
ど

は
、
区
・
観
光
協
会
、
各
区
民
事
務

所
、
各
住
区
セ
ン
タ
ー
、
区
内
写
真

商
業
協
同
組
合
加
盟
店
な
ど
で
配
布

応
募
期
間
=
1
0
月
1
6
日
～
1
6
年
1
月

2
3日

申
・
問
先
=
区
・
観
光
協
会

(経
済
観
光
課
内
)

〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

10月11日～17日は
全国一斉違反建築防止週間
平常の監視活動を強化し、違反建築工事の

早期発見に努め、違反のない住みよいまちづ

くりを実現するため、違反建築取り締まりの

一斉公開パトロールを行います。皆さんのご

協力をお願いします。 日程=10 月17 日脚

問先= 指導課建築監察　　3880 ―5953

1
0月
2
0日
～
2
6日
は
行
政
相
談
週
間
で
す

暮
ら
し
の
中
で
の
、
国
の
仕
事
な

ど
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
は
、

行
政
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
(
表
2
)
。
委
員
は
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
有
識
者
で
、
皆

さ
ん
か
ら
の
相
談
に
適
切
な
処
置
や

助
言
を
行
い
ま
す
。

□
特
設
相
談
を
開
設
し
ま
す
(
相
談

無
料
、
秘
密
厳
守
)

日
時
=
1
0
月
2
1
日
㈹
・
2
2
日
南
、
午

後
1
時
～
4
時
場
所
=
区
役
所
1

階
区
民
ロ
ビ
ー

申
込
=
当
日
直
接

会
場
へ

□
定
例
の
行
政
相
談
(
予
約
制
)

日
時
=
毎
月
第
3
金
曜
日
、
午
後
1

時
～
3
時

場
所
=
広
聴
相
談
係

(区
役
所
北
館
4
階
)

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
広
聴
相
談
係

《
一
般
・
法
律
相
談
な
ど
の
無
料

相
談
窓
口
を
移
転
し
ま
し
た
》

広
聴
相
談
係
の
移
転
に
伴
い
、

一
般
・
法
律
相
談
な
ど
の
無
料
相

談
窓
口
は
、
区
役
所
北
館
の
4
階

に
な
り
ま
し
た
。

表2　 行政相談委員名簿
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第
2
3回
合
唱
祭

日
時
=
1
0月
2
6日
回
、
午
後
1
時
4
5

分
開
演
(
午
後
1
時
3
0分
開
場
)

場

所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文

化
ホ
ー
ル

申
込
=
当
日
直
接
会
場

へ

問
先
=
文
化
事
業
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

都
市
農
業
公
園
　
秋
の
収
穫
祭

日
時
=
1
0月
2
6日
旧
、
午
前
1
0時
1

午
後
3
時
3
0分

※
開
園
は
午
前
9

時
か
ら
午
後
5
時

内
容
=
野
菜
の

収
穫
体
験
/
花
鉢
・
作
物
な
ど
の
頒

布
/
(
I

ブ
テ
ィ
ー
の
試
飲
会
/
陶

芸
体
験
/
ク
ラ
フ
ト
教
室
/
野
だ
て
/

和
太
鼓
演
奏
ほ
か

※
駐
車
場

(有
料
)
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
。

バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い

場
・
問
先
=
都
市

農
業
公
園

(
3
8
5
3
)
4
1
1
4

「
綾
瀬
川
流
域
ク
リ
ー
ン

大
作
戦
」荒
川
導
水
放
流

口
な
ど
の
見
学
者
募
集

綾
瀬
川
・
伝
右
川
・
毛
長
川
の
ご

み
の
量
を
調
べ
、
7
月
に
通
水
を
始

め
た
荒
川
導
水
事
業
な
ど
を
バ
ス
で

見
学
し
ま
す
。
日
時
=
1
0
月
2
6
日

黼
、
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
4
時
(
小

雨
決
行
)

集
合
場
所
=
区
役
所
口

ー
タ
リ
ー

視
察
場
所
=
3
川
合
流

点
/
越
谷
浄
化
施
設
/
荒
川
導
水
放

流
口

定
員
=
4
0
人
(
先
着
順
)

※

昼
食
は
各
自
用
意
し
て
く
だ
さ
い

甲
・
問
先
=
環
境
課
河
川
浄
化

(
3
8
8
0
)
5
6
3
1

女
性
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
0
3

あ
だ
ち

日
時
=
1
0
月
2
5
日
出
・
2
6
日
㈱
、
い

ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
内

容
等
=
講
演
「
地
域
社
会
に
お
け
る

大
人
の
役
割
と
子
育
て
」
久
田
邦
明

氏
(
神
奈
川
大
学
講
師
)
/
子
ど
も

広
場
/
女
性
相
談
(
当
日
先
着
順
で

受
け
付
け
)
/
お
茶
席
/
介
護
展
示
・

実
習
/
舞
台
芸
能

※
保
育
あ
り

場
・
問
先
=
男
女
参
画
プ
ラ
ザ

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

公
園
ま
る
ご
と

お
も
ち
ゃ
箱
パ
ー
ト
3

「
子
ど
も
と
自
然
」
を
テ
ー
マ
に
自

然
学
習
を
含
め
た
公
園
活
用
の
事
例

を
提
案
し
ま
す
。
ま
た
、
当
日
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時
=
1
1
月
2
日
回
、
午
前
1
0
時
～

午
後
3
時

※
雨
天
の
場
合
は
翌
日

に
順
延

場
所
=
元
渕
江
公
園

内

容
=
ど
ん
ぐ
り
工
作
/
樹
名
板
取
り

付
け
/
ロ
ー
プ
で
ブ
ラ
ン
コ
綱
渡
り
/

ポ
ニ
ー
乗
馬
ほ
か

※
天
候
な
ど

に
よ
り
内
容
変
更
有
り

費
用
=
ポ

ニ
ー
乗
馬
な
ど
一
部
有
料

※
駐
車

場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
車
で
の
来
園
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
水

と
緑
の
課
事
業
推
進

(
3
8
3
8
)
8
1
2
6

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

支
援
講
座
(
8
日
制
)

日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
区
内
在

住
の
方
に
日
本
語
の
学
習
を
支
援
し

な
が
ら
、
日
本
の
生
活
や
習
慣
を
理

解
し
て
も
ら
う
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
入
門
講
座
で
す
。
修
了
後
、

参
加
者
に
よ
る
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
の
結
成
を
め
ざ
し
ま

す
。
日
程
等
=
1
1
月
2
0
日
～
1
6
年

2
月
1
2
日
の
毎
週
木
曜
日
、
午
後
6

時
3
0
分
～
8
時
3
0
分
※
1
2
月
1
8
日

～
1
6年
1
月
1
5日
を
除
く

場
所
=

千
寿
常
東
小
学
校

定
員
=
3
0
人

(選
定
)

応
募
方
法
=
4
0
0字
程
度

で
自
書
し
た
作
文

「
私
は
日
本
語
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
こ
う
活
動
し
た

い
」
を
作
成
し
、
別
紙
に
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
郵
送
(
母

語
で
の
作
成
も
可
)
。選
考
は
審
査
会

で
厳
正
に
審
査
し
決
定

※
応
募
作

文
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
受
講
後
、
足

立
区
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
さ

れ
ま
す

期
限
=
1
0月
2
7日
必
着

申
・
問
先
=
区
民
交
流
係

(
3
8
8
0
)
5
1
7
7

第
2
回
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

「
小
学
生
の
心
を
理
解
し
て
社
会

力
を
育
む
」
こ
と
を
見
つ
め
直
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
日
程
等
=
表
3

対
象
・
定
員
=
主
に
小
学
生
の
保
護

者
5
0人
(
先
着
順
)

※
第
4
回
は
親

子
で
の
参
加
。
保
育
あ
り
(
1

歳
以

上
で
先
着
2
0人
)

申
込
=
電
話

期
限
=
1
0月
2
4日

場
・
申
・
問
先
=

青
少
年
セ
ン
タ
ー

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

表3　 第2 回子育てセミナー( 全5 回) 日程等

※ いずれも土曜日。時間は、午前10時～正午

1
2
月
1
2
日
～
2
5
日

光
の
祭
典
2
0
0
3

参
加
者
募
集

□
ス
テ
ー
ジ
出
演
者
募
集

祭
典
期
間
中
の
土
・
日
・
祝
日
に

元
渕
江
公
園
で
開
催
さ
れ
る
野
外
ス

テ
ー
ジ
の
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

※
住
宅
街
で
の
開
催
の
た
め
、
大
き

な
音
や
騒
が
し
い
も
の
は
不
可

出

演
時
間
=
3
0
分
以
内
定
員
=
2
0
団

体
(
抽
選
)
申
込
=
(
ガ
キ
に
代
表

者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
参

加
人
数
、
ス
テ
ー
ジ
内
容
、
「
光
の
祭

典
ス
テ
ー
ジ
」
を
明
記
期
限
=
1
1

月
7
日
必
着

□
協
賛
金
募
集

個
人
は
、
一
口
5
千
円
か
ら
、
企

業
・
団
体
は
、
一
口
5
万
円
か
ら
の

協
賛
金
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
協
賛

し
て
い
た
だ
い
た
方
の
個
人
名
ま
た

は
企
業
名
を
全
戸
配
布
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
掲
載
し
ま
す
。
申
込
=
電
話

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
・
問
先
=
区
・
観
光
協
会
(
経
済

観
光
課
内
)

〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
央

本
町
I
-
1
7
-
I

(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

子
育
て
親
子
ふ
れ
あ
い
講
座

親
子
の
ふ
れ
あ
い
に
役
立
つ
親
子

遊
び
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
日
時

等
=
表
4

対
象
=
乳
幼
児
の
親
子

定
員
=
各
3
0組
(
先
着
順
)

申
・
問

先
=
住
区
推
進
課

(
3
8
8
0
)
5
8
6
8

表4　 子育て親子ふれあい講座

※いずれも開始時間は、午前10時30 分
※児童館子育てサークルと共催

2
0
0
3消
費
生
活
展

日
時
=
1
1
月
8
日
出
・
9
日
問
、
午

前
1
0
時
～
午
後
3
時
テ
ー
マ
=

「
現
在
を
見
直
し

確
か
な
く
ら
し

へ
」

内
容
=
消
費
者
団
体
・
グ
ル
ー

プ
研
究
発
表
/
生
活
関
連
企
業
な
ど

の
展
示
/
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
/
子

ど
も
の
広
場
/

傘
の
修
理
/

体
温

計
・
体
重
計
・
血
圧
計
な
ど
の
精
度

確
認
(
手
首
式
・
指
式
の
血
圧
計
と

耳
式
の
体
温
計
は
検
査
不
可
)
ほ
か

□
味
噌
づ
く
り
教
室

日
時
=
1
1
月
8
日
出
・
9
日
回
、
午

前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
O
時
3
0
分
定

員
=
各
日
3
0人
(
先
着
順
)

申
込
=

電
話

―
―
い
ず
れ
も
―
―

場
所
=
エ
ル
・
ソ
フ
ィ
ア

申
・
問

先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

□
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

日
時
=
1
1
月
8
日
出
、
午
前
1
0
時
～

午
後
3
時
/
9
日
糾
、
午
前
1
0
時
～

午
後
2
時
場
所
=
エ
ル
・
ソ
フ
イ

ア
対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
の
方

※
1
8
歳
未
満
の
方
や
出
店
物
品
の
販

売
を
事
業
お
よ
び
副
業
と
し
て
い
る

方
は
不
可
募
集
区
画
=
各
日
1
5
区

画
(
抽
選
)
※
1
世
帯
1
区
画
(
1
.
5

m
x
2
m
)
、
1
日
の
み
の
応
募
に
限

る
。
飲
料
物
、
薬
品
、
ペ
ッ
ト
、
品

質
保
証
の
で
き
な
い
も
の
は
販
売
不

可
。
物
品
搬
入
用
の
駐
車
場
は
あ
り

ま
せ
ん

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
希

望
日
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
主
な
出
品
物
を
明
記

期
限
=
1
0

月
1
7日
消
印
有
効

申
・
問
先
=

あ
だ
ち
再
生
館
(
月
曜
休
館
)

〒
1
2
0

・
0
0
1
1

中
央
本
町
2

―
9
―
1

(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

て
る
丸
くん

通

信

第
7
回

区
内
に
は
多
く
の
名
所
・
旧
跡
が

あ
り
ま
す
。
今
回
は
、「
歴
史
と
文
化

の
散
歩
道
」
(都
認
定
)
を
紹
介
し
ま

す
。
日
ご
ろ
、
見
過
ご
し
て
し
ま
っ

て
い
る
、
歴
史
や
文
化
を
感
じ
さ
せ

る
散
歩
道
を
の
ん
び
り
歩
い
て
み
ま

せ
ん
か
。

□
西
新
井
・
竹
の
塚
コ
ー
ス

①
島
根
・
六
月
の
寺
め
ぐ
り
散
歩
(
大

師
前
駅
～
竹
ノ
塚
駅
、
約
4
.
4㎞)
…

西
新
井
大
師
を
経
て
、
奥
州
街
道
や

旧
日
光
街
道
近
辺
の
炎
天
寺
な
ど
、

江
戸
時
代
以
来
の
由
緒
あ
る
寺
社
が

あ
り
ま
す

②
伊
興
寺
町
散
歩
(
竹
ノ
塚
駅
～
古

千
谷
橋
、
約
2
.
4㎞)
…
「
伊
興
百
塚
」

と
呼
ば
れ
た
ほ
ど
古
墳
数
も
多
く
、

平
安
時
代
の
源
頼
義
・
義
家
伝
説
も

残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
関
東
大
震

災
後
、
浅
草
か
ら
移
転
さ
れ
た
寺
院

に
は
、
江
戸
時
代
の
有
名
人
の
墓
が

数
多
く
あ
り
、
各
時
代
を
し
の
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す

□
千
住
コ
ー
ス
(
上
野
駅
～
北
千
住

駅
、
約
7
.
8㎞)

不
忍
池
か
ら
縁
日
で
有
名
な
下
谷
、

「
た
け
く
ら
べ
」
の
舞
台
竜
泉
か
ら
、

千
住
大
橋
を
渡
り
、松
尾
芭
蕉
と
ゆ
か

り
の
深
い
江
戸
四
宿
の
千
住
へ
と
続

き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
道
沿
い
に
は
、案

内
板
と
標
識
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
区
内
に
は
歴
史
と
文

化
の
散
歩
道
め
ぐ
り
が
1
1コ
ー
ス
あ

り
、冊
子
「
あ
だ
ち
タ
ウ
ン
ガ
イ
ド
」

で
も
い
く
つ
か
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ

ー
ス
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
問
先
=

区
・
観
光
協
会
(
経
済
観
光
課

内
)
　
　
(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

掲

示

板

□
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
(

共

同
作
業
所
)

職
員
募
集

対
象
=
2
2
～
4
0
歳
位
の
方
勤
務
日

=
月
曜
～
金
曜
日
申
込
=
電
話

申
・
問
先
=

綾
瀬
共
同
作
業
所

(
5
6
8
2
)
9
9
8
8

□
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
2

級

課
程
受
講
生
募
集

期
間
=
1
1
月
1
5
日
～
1
6
年
1
月
3
1
日

定
員
=
4
0
人
(
抽
選
)

費
用
=
6

万
9

千
8
0
0円

場
・
申
・
問
先
=

特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
足
立
新
生
苑
(

花

畑
4
-
3
9
-
1
0
)

(
3
8
8
3
)
7
9
4
6

□
精
神
障
害
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養

成
講
座
受
講
生
募
集

期
間
=
1
1
月
2
7
日
～
1
6
年
1
月
1
9
日

定
員
=
4
0
人
(
抽
選
)
費
用
=
1
万

8
千
円
(
テ
キ
ス
ト
代
含
む
)
申
込

期
間
=
1
0
月
1
4
日
～
2
4
日
の
平
日

場
・
申
・
問
先
=
東
京
足
立
病
院
心

理
福
祉
課
・
我
妻

(
3
8
8
3
)
6
3
3
1

□
中
退
共
で
退
職
金
を

従
業
員
の
た
め
の
退
職
金
の
準
備

は
万
全
で
す
か
?

中
退
共
制
度

は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
国
の
制
度

で
す
。
安
全
・
確
実
な
中
退
共
制
度

へ
の
加
入
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=

中
退
共
東
京
相
談
コ
ー
ナ

ー
　
　
(
3
4
3
6
)
4
3
5
1

□
1
0月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い

る
事
業
主
は
、
労
働
保
険
の
加
入
が

法
律
上
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
先
=
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立
雇
用
保

険
適
用
課

(
3
8
7
0
)
8
6
0
9

足
立
労
働
基
準
監
督
署
労
災
第
2
課

(
3
8
8
2
)
1
1
8
7

□
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

建
設
現
場
で
働
く
人
の
退
職
金
制

度
で
す
。
全
国
ど
こ
で
も
、
事
業
主

が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
を
通
算
で
き

ま
す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
問
先
=
建
設
業
退
職

金
共
済
事
業
本
部

(
5
4
0
0
)
4
3
1
6

映像広報 制作だより

「 芸 術 の 秋 」 で す 。 美 術 展 や 展 覧 会 に 出

か け 、表 現 豊 か な 名 画 や 名 作 に 触 れ る の も

い い で す ね 。

区 内 に は 、「 職 人 」 と 呼 ぶ に ふ さ わ し い

伝 統 工 芸 師 が 数 多 く い ま す 。熟 練 し た 職 人

だ け が 生 み 出 せ る そ の 繊 細 な 「 技 」 は 、

機 械 な ど で は 決 し て 表 現 で き な い も の で

す 。 今 回 の 番 組 で は 、 職 人 技 の 真 髄 に 迫

り ま す 。

足 立 が 誇 る 「 匠 の 技 」。 そ の 伝 統 は 力 強

く 受 け 継 が れ て い き ま す 。　　 《 広 報 課 》

「情 報 キ ャ ッ チ　 好 き で す。あ だ ち 」放送 予 定

足立コミュニティチャンネル( ケーブルテレビ足立9CH)

※ 1 日3 回放送
( 午前9 時30分、午後0 時30分、午後9 時30分)
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税
金
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

暮
ら
し
と
地
域
を

支
え
る
税

税
金
と
は
、
健
康
で
豊
か
な
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
み

ん
な
で
出
し
合
う
会
費
の
よ
う
な
も

の
で
す
。

例
え
ば
、
火
事
の
と
き
か
け
つ
け

て
く
れ
る
消
防
車
、
急
な
病
気
や
け

が
の
と
き
頼
り
に
し
て
い
る
救
急

車
、
家
庭
ご
み
の
収
集
、
放
置
自
転

車
の
撤
去
な
ど
、
皆
さ
ん
が
広
く
負

担
し
て
い
る
税
金
で
ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

税
金
に
対
す
る
理
解
を
一
層
深
め

て
、
私
た
ち
の
住
み
良
い
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
参
画
し
て
く

だ
さ
い
。

税
金
の
種
類

税
金
は
ど
こ
に
納
め
る
か
に
よ
っ

て
「
国
税
」
(
国
)
と
「
地
方
税
」
(

都
道
府
県
や
区
市
町
村
)
に
分
け

ら
れ
、納
め
方
に
よ
っ
て
「
直
接
税
」

と
「
間
接
税
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

税
金
を
負
担
す
る
人
と
納
め
る
人
が

違
う
も
の
が
間
接
税
で
、
消
費
税
・

酒
税
・
た
ば
こ
税
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

区
の
税
金
の
種
類
は
表
1
の
と
お

り
で
す
。

日
本
国
憲
法
第
3
0条
に
「
国
民
は
、

法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
納

税
の
義
務
を
負
ふ
」
と
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、「
勤
労
す
る
こ
と
」
や
、

「
教
育
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
」
と
と

も
に
、
国
民
の
三
大
義
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
集
め
ら
れ
た
税
金
が

よ
り
効
果
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
、

努
力
を
し
て
い
ま
す
。

※
税
金
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
あ

だ
ち
広
報
1
1月
1
0日
号
で
お
知
ら
せ

す
る
予
定
で
す

▲ 税金は、日常生活に身近で、しかも個人では出来ない
地域社会に共通する仕事などに幅広く使われています

表1　 税の種類お
問
い
合
わ
せ
は
、

課
税
第
一
・
第
二
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
0
・
1

豆知識 税の歴史

日
本
で
の
税
に
関
す
る
最
も

古
い
記
録
は
、
「
魏
志
倭
人
伝
」
(
3

世
紀
ご
ろ
)
に
見
ら
れ
、

邪
馬
台
国
に
は
「
租
」
と
い
う

税
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

全
国
一
元
的
な
税
制
は
、
飛

鳥
時
代
の
大
化
の
改
新
に
始
ま

り
、大
宝
律
令
に
よ
っ
て
完
成
。

班
田
収
受
の
法
に
よ
っ
て
、租
・

庸
・
調
と
い
う
税
を
納
め
さ
せ

ま
し
た
。

明
治
6
年
の
「
地
租
改
正
」

に
よ
っ
て
、
地
価
を
標
準
に
税

を
定
め
、
穀
物
な
ど
で
納
め
て

い
た
年
貢
に
か
え
て
、
お
金
で

納
め
る
よ
う
に
制
度
化
し
ま
し

た
。
こ
う
し
て
「
税
」
を
「
金
」

で
納
め
る
こ
と
か
ら
「
税
金
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
な
お
、「
年
貢
」と
い
う
言

葉
は
、
平
安
時
代
か
ら
使
わ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。

昭
和
2
4年
の
シ
ャ
ウ
プ
勧
告

が
戦
後
税
制
の
基
本
と
な
り
ま

し
た
が
、
昭
和
の
終
わ
り
か
ら

平
成
に
か
け
て
、
税
制
の
抜
本

改
革
が
行
わ
れ
、
消
費
税
も
導

入
さ
れ
ま
し
た
。

A
-
F
e
s
t
a
2
0
0
3

「
み
ん
な
集
ま
れ

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
!

」

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
に
は
、テ
レ
ビ

ア
ニ
メ
「こ
ち
ら
　
飾
区
亀
有
公
園

前
派
出
所
」の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
テ
ー

マ
を
歌
う
「
N
I
C
E
G
U
Y
人
」

(
1
1
日
、午
後
)
や
、千
住
を
中
心

に
活
動
し
、注
目
を
あ
び
て
い
る
「ア

ツ
キ
ヨ
」
(
1
2
日
、午
後
)
も
出
演
。

盛
り
上
が
る
こ
と
ま
ち
が
い
な
し
で

す
。区
民
ま
つ
り
の
ア
イ
ド
ル
、チ

ャ
ッ
プ
ン
も
皆
さ
ん
と
会
え
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。さ
あ
、区

民
ま
つ
り
に
集
ま
ろ
う
。日
時
=

▽
1
0
月
1
1
日
、午
前
1
1
時
～
午
後

4
時
※
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
午
前

1
0
時
4
0
分
開
始
▽
1
2
日
、午
前

1
0
時
～
午
後
4
時
場
所
=
荒
川
河

川
敷
「
虹
の
広
場
」

内
容
=

バ
ザ
ー
/

ふ
る
さ
と
物
産
展
/

フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
/
子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
く

参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
/

ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
ほ
か

問
先
=

区
民
ま
つ
り

委
員
会
事
務
局
(

経
済
観
光
課
内
)

(
3
8
8
0
)
5
7
2
0

第4 回基本構想審議会を開催します

区の将来像となる新基本構想の検討を
進めています。審議会は公開で開催中で
す。区・ホームページでも案内していま
す。くわしくは、お問い合わせください。
日時=11 月5 日(水)、午 後2 時 場所=
区役所 問先= 政策課　　3880 ―5812

( FAX) 3880―5610
□ sei saku@ci t y. adachi . t okyo. j p

スケッチあだち
まちの情報・話題をお待ちしています。　問先= 広報係　3880- 5815

足 立区で　買おう　食べよう　頼もう

地域の活力は まちのにぎわいから
あなたの消費が　まちのにぎわいを育てます

≪産業振興課≫

ていねいな仕事で評判です
～インターンシップ事業展開中～
障害福祉センター「あしすと」の就労促進訓練

室では、障害者が出来る仕事を探しています。

こ の訓練室には、就労を目的 とした知的障害者

が、毎日通所 ・訓練をしています。現在、訓練の

ひとつとして、区内企業・事業所などへ出向 き、

パンフレ ットへのスタンプ押し、封入封緘、書類

のホチキス止めなどのインターンシップ( 職場体

験) をしてい ます。OA ・清掃・印刷 ・販売など、
様々な訓練をしていますので、仕事 の内容もご相

談ください。

「働くことで、社会に役立ちたい」と思ってい る

訓練生たちです。就労した企業からの相談は雇用

支援室で受け付け ます。

問先= 就労促進訓練室　梅島3 ―31 ―19( 障害福祉

センター「あしすと」3 階)　　　5681- 0131

( FAX) 5681- 0138

訓
練
生
に
は
、
セ
ン
タ

ー
か
ら
「
企
業
実
習
奨

励
金
」
が
支
払
わ
れ
ま

す

み
こ
し
だ
、ワ
ッ
シ
ョ
イ
!

9
月
1
3
日
～
1
5
日
、
毎
年
恒
例
の
「
千
住
の
ま
つ
り
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
会
ご
と
に
様
々
な
み
こ
し
を
用
意
し
て
、
老
若
男
女

が
一
緒
に
な
っ
て
担
ぐ
姿
は
と
て
も
勇
ま
し
く
、
祭
り
の

会
場
は
ま
る
で
真
夏
の
夜
を
思
わ
せ
る
熱
気
。

お
父
さ
ん
に
手
を
引
か
れ
見
物
し
て
い
た
男
の
子
は
、

「
将
来
、
僕
も
お
み
こ
し
を
担
ぎ
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
祭
り
に
合
わ
せ
て
、
今
年
か
ら
千
住
五
町

会
で
は
江
戸
時
代
に
流
行
し
た
「
地
口
行
燈
」
を
再
現
。

祭
り
で
熱
く
な
っ
た
人
た
ち
を
照
ら
す
そ
の
や
さ
し
い
光

は
、
ま
る
で
月
明
か
り
の
よ
う
で
し
た
。

▼ 祭りのもう一つの
「目玉」。地口行燈

▲ 僕が祭りの主役だい!

野
口
健
氏
「
使
い
捨
て
を
見
直
そ
う
」

1
0月
1
日
、
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化

ホ
ー
ル
で
「
野
口
健
講
演
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

清
掃
登
山
活
動
を
と
お
し
て
、
環
境
保
護
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
る
野
口
さ
ん
は
、
エ
ベ
レ
ス
ト
で

の
体
験
談
を
語
り
、
会
場
一
杯
の
観
衆
か
ら
は
、

感
嘆
の
声
が
も
れ
る
場
面
も
…
。

「
自
然
保
護
の
大
切
さ
を
改
め
て
知
っ
た
」な
ど

参
加
者
は
多
く
の
も
の
を
得
た
よ
う
で
す
。

古紙配合率100% 再生紙を使用しています F. K　286, 900


